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1 はじめに
人間はひらめく創造力を持っているにも関わらず、自
らその過程を封印している。その封印の理由を明らかに
することで、人間の脳がひらめきを得る方法を提案する
事が研究の目的である。
前著「デッサン論考ーあるがままにものを見る一」に
おいて、形を正しく描写する右脳の働きが、芸術家の創
造性に関連する事を考察した。 201 2 年 3 月、兵庫県立
美術館で開催された特別展「解剖と変容、アール ・ ブリ
ユツトの極北へ」の特設会場で、映画「天空の赤」を見た。
「天空の赤j の内容は多様なアール・ブリユット作家の
紹介だった。ナレーションが映画の最後で「ピカソは本
当の芸術ではない。アール・ブリユットこそが真の芸術
である。j と断言した。権威ある美術館で上映された映
像内容への疑問によって、右脳だけでは創造力を説明で
きないことが判り、本論執筆の動機になった。
今年度のデザイン学部 l 年次生の講義で「デザインは
芸術ですか？」と質問した。 93 人中 35 人がイエスと答え、
33 人がノーと答えた。 この数字は一般人でも同様の傾
向である。芸術は美術、音楽、文学、演劇に大別される。
デザインはそのいずれかに分類されるのでなく、芸術全
体及ぶものである。さらに芸術以外の工学、社会学等に
も広く存在する。
このように広範で多様なデザイン全てに、共通して必
要なのは創造力である。次々と浮かぶアイデアから、ど
れを使おうか困る位でなければ勤まらない仕事である。
クリエイテイブの現場をスピリチユアルで理解しがた
い世界だと特別視すると、発想が少なければオペレータ
ーに撤するしかなくなる。しかし創造力の扉を見つけれ
ば、誰でも豊かにひらめく可能性を持っているのである。
2 アール ・ ブリユツト
針生一郎編「現代世界の美術デユビュッフェ」（1 986
年初版）によると、フランス人の画家ジヤン・デユビ、ユ
ツフェ（ 1901 年一 1 985 年）は、少年時代からデッサン
に熱中した。彼はパリのアカデミー・ジュリアンに通っ
たが、半年で中退してしまった。その後デ斗ビ斗ツフーL
は絵画や文学を独学し、様々に職業を変えていった。
1 923 年、青年時代のデュヒ、ユツフ ェ は兵役で気象観
測隊に勤務した。彼は天候観測アンケート の仕事の中で、
送られて来た女性精神疾患者の幻覚的なデッサンに強い
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興味を持った。この経験が後にデュビ、ユツフェ自身が提
唱する、アール ・ ブリュッ ト （ナマの芸術）の発端である。
デユビュッフェは 1 942 年、第二次世界大戦中に 41 歳で
画家を決意した。子供のなぐり描きのように奔放にデフ
ォルメした絵画を発表しながら、並行して精神疾患者の
作品を蒐集した。彼に とって何層もの層をなす文明化 し
た人関心理より、深層心理が表層までむき出しにされた
精神疾患者がより正常に感じられた。
デュビュッフェが蒐集したアール・ブリュットコレク
ションは、サイコティック・アートを中心に、フォーク・
アー トやプリミテ イブ ・ アートも含まれている。現在は
ロ ーザンヌ美術館収蔵のデユビュッフェコレクシヨンが
正真のアール 目 ブリュットであるとされている。
1966 年にデュビュ ッフェのコ レクションはアメリカ
合衆国に一時期渡った。それがアメリカ合衆国のアウト
サイダー ・ アート発生の契機になった。アウトサイダー －
アートは孤独に耐えながらイメージを徹底的に追求し、
他者へは懐疑的な態度をとる変わり者の芸術であり、ア
ール・ブリュットとほとんど同質と考えられる。人々の
アール・ブリュットやアウトサイダー・アー ト に対して
の興味は、アクセスできない芸術家の内的世界を知りた
い欲求の強さの現れである。
近年アール ・ ブリュットの展覧会が盛んに開催され、
一種のブームのように取り上げられている。しかし容易
に社会に受け入れられて来た訳ではなかった。デュビュ
ッフェは「我々が芸術に期待するものは、普通のもので
は断じてないc 逆に可能な限りこれまでに見たこともな
いもの、予想もできなかったものを期待するのだ。と
ころが反対に作品があまりにも意外で空想的すぎると、
人々は病理的なアートとして追放して安心した。ならば
いっそのこと、あらゆる芸術の創造物は病理的だと言っ
たほうが筋が通っている。j と述べている。デュビユ 7
フェがアール・ブリュットと対峠させた芸術は、 美術教
育を受け職業として制作する西洋美術であった。芸術の
範囲をテ’ュビュッフェのようにアールーブリュッ卜と職
業的西洋美術に限定することは出来ない。
映画「天空の赤」で 「アール・ブリュットこそが真の
芸術である。j と断言された時の違和感から、芸術とは
なにかを改めて問い直す機会を得た。
3 芸術創作の特性
3 
渡辺護著「芸術学」（ 1975 年初版）で芸術創作の特性
を説明している。芸術は実現の仕方が自由で常に新しく
現れ、未知で神秘的で驚きをもたらすものである。従っ
て芸術を単純に定義づけるのは困難で、ある。
芸術そのものは定義出米ないが人間が様々に行う「作
る」という行為において、造形芸術の芸術創作を以下の
6 つの特性として説明出来る。
芸術創作の特』｜全
1. 自己目的的であること。
2. 精神の創造であること。
3. 創造が形象性のうちに行われること 。
4 技術が重要な意味を持つこと。
5. 精神の全体性を必要とすること。
6. 精神と感覚との密接な協働が行われること。
1. 自己目的的であること。
芸術創作は実用目的だけでなく、創作意欲に基づく自
由な行為としての自立性が確保されることである。
応用芸術の実用目的への顧慮は、創作の自由を損なわ
ずむしろ創作に力を与える。
2 精神の創造であること。
自然科学は無から有が成立するが、自然科学現象をそ
のまま芸術とは言わない。芸術創作は神秘的な人間の精
神の力で行われる。芸術作品の創造とは常に新しいもの
であり、 一回限りであることが厳格に要求される。
3 創造が形象性のうちに行われること υ
芸術創作は、 思想家や学者の理性や思想、の理論的帰結
とは異なることである。 芸術家は想像力をもって新しい
形象的な創造的能力を発揮する。
4 技術が重要な意味を持つこと 。
技術は人聞が何らかの目的に到達するための特殊な能
力である。芸術は普通の人が即座に行える容易さでな
く、特殊な技術なしには制作できない困難さを伴ってい
る。感覚や精神の創造性は技術によって高められ刺激を
受ける。しかし技術が極めて高度に達すれば技術はかえ
って消滅し、技巧を感じさせなくなるn
5. 精神の全体性を必要とすること。
芸術制作は対象を形成する力、白己の表現に対する批
判や自制、技術への配慮、のような様々な心的能力が必要
である 。 自己が自己に対して基準を与える性格が、芸術
制作の創造作用である。
6 精神と感覚との密接な·Iお働が行われること 。
針に糸を通すような感覚主体の行為や、思索の執筆の
ように精神主体の行為でなく、造形芸術では視覚と精神
が主いに働きかけて創作を行うことである。
以上が芸術創作の特性であるとすれば、アール ・ フリ
ユットが芸術創作の特性すべてを充足するか疑問が生じ
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る 。 アール ・ ブリユットこそが真の芸術であると断言す
るのはさらに困翼佐である。
反対に美術教育を受け職業として制作する西洋的美術
家の芸術も 、 芸術創作の特性を全て充足していない。欠
けているのは、 芸術創作の特性 2 「芸術作品の創造とは
常に新しいものであり、一回限りであることが厳格に要
求される。」である。
4 共感覚
2005 年にエジンパラのジュリア ・ シムナーは、共感
覚者の調査を行った。その結果、文字に色がついて見え
る最も多いタイプの共感覚者は、通常人の 90 人に I 人
の割合で、男女の差はなかった。
アメリカの言語学者ショーン・デイは 3 1 種類に及ぶ
共感覚者について調査した。 それぞれのタイプの共感覚
者が、共感覚者全体に対する割合がわかった。最も多い
文字に色を見るタイプは 66 . 5 %、次に多い時間単位→色
は 22.8 %、音楽→色は 1 8.5% 、 一般的な音→色は 14.5% 、
匂い→色は 6.8%、音→味は 6.2%等であった。
共感覚が知見として一般認知されたのは極最近である。
人の感じ方は本人しか知り得ないので、共感覚者は自分
の感じ方が一般的な感覚と違っている事になかなか気付
かないからである 。
文学、音楽、 視覚芸術等に共感覚者ならではの表現が
指摘されている。 2007 年のピクサーアニメーシ ョン「 レ
ミーのおいしいレストラン」はテーマそのものが共感覚
の世界であった。鼠のレミーが、食材の匂いから線々な
グラフィックを連想するシーンの検証は、 実際に共感覚
者によってなされた。
ピリー・ジョエルは音楽と色が関連する共感覚者であ
る 。 彼は夢からインスピレーシ ョンを受けて作曲した。
ビ ＇） ー ジョエルは形状的で色彩を伴った音楽の夢をみ
るが、目覚めると曲の記憶はすぐに失われてしまった。
しかし色彩が夢で見た記憶の再生の引き金になって、曲
が思い州されるという 。 彼の共感覚ビジョンがこのよう
な「アハ体験」を生み出している 。 別種の感覚の融合は
一般人にも無意識に起きている 。 それが意識に上ってく
るのが共感覚者であると研究者は述べている。
芸術家には共感覚者が多く、共感覚を持った芸術家は
その能力を創作の手段に使っ ている 。 しかし共感覚者全
てが芸術家であるとは言えない。
5 アスペルガーとサヴァン
1 866 年、エドワード・セ クウインは「白痴ーその生
理学的対処法」のなかで精神発達障害患者の中に「白痴
的な天才」がいる事を紹介した。当初は「白痴のサヴァ
ン （賢者） J としたが、「白痴」を差別的としてサヴアン
とだけ言われるようになった。サヴ 7 ン症候群とは重度
の発達障害や早期幼児自閉症あるいは分裂病を持つ人聞
が、発達障害と対照的な驚異的能力を有することである 。
自閉症は 1 943 年にレオ・カナー によって初めて指摘
され、スペクトラム（連続体）として多様である事が理
解されてきた。 同じ年にハンス・アスペルガーが発達障
害がない白閉症患者が、特殊な分野に能力を持つ高機能
自閉症の研究を発表した。その後アスペルガー症候群と
呼ばれるようになった。 アスペルガー症候群は仕事の虫、
苦痛に体する異常な忍耐力、何かの主題に狭く集中する
という特徴的な気質を持ち、数学、医学、 工学、芸術に
関連した独創性を発揮することが多い。
サリー P.. スプリンガーとゲオルク ・ ドイチュの石正究
で、自閉症の障害は、脳の左半球の言語機能の習得に起
因する事が報告されている。
1 977 年に、 3 歳 6 ヶ月の自閉症児ナデイアは、細部描
写まで正確な馬のデッサンを描いた。 ナデイアのデッサ
ン能力は大脳右半球の寄与を反映していた。 しかしその
後の医学的な自閉症の治療と成長に伴って、突然にナデ
ィアのデッサン能力は消失してしまった。ナディアはい
くつもの文献にアスペルガーともサヴァンとも紹介され
ている。
6 膜想
1 958 年にインドのマハリシ・マへーシュ・ヨーギーは、
Transcendental Meditation 「超越膜想」、訳して TM 法を
紹介した。現在世界で実践されているポピュラーな膜想
法である。この TM 1去の中で「脳が最大限に機能するプ
ログラム」として旗想中の脳波の研究が述べられている。
膜想、によって脳全体の脳波の同調は最大になる 。 日冥想、
中の安らいだ静寂の場としての純粋意識は、古来より多
くの偉人や聖人が経験した境地だった。 この境地は「啓
発」ともいわれ、人間が自然と完全に調和して自分本来
の潜在力を開花させた状態である 。 禅の「悟り」、仏教
では「解脱J である。膜想中の僧侶の脳内血流が、膜想
未経験者の膜想努力中の脳内血流よりはるかに活性化し
ていると医学的に検証されている。
20 11 年、沢井淳宏は膜想について以下のように述べ
ている 。 膜想、の心が静まっている状態は、心が空 （ くう）
になっている状態である。 この場合の空は禅で言う「空」
と同じで、 イ可も考えない、何も思わない「無我無念j の
境地である。 1冥想、中の「考えないJ は「感じない」事で
はない。腹想の時、感じる力はさらに増して来る。 膜想
に入るには集中することが準備として必要である。 集中
状態が「無我一念J になり、さらに集中すると心が空っ
ぽの瞬間が訪れ「無我無念」の倶想が体得出来る。 沢井
i享宏はさらに、「ひらめきの瞬間は膜想に入った時に訪
れる。それまで考えに考えていたものが、フッと途切れ
て瞬間心が空（くう）になり、それまでとらわれていた
想念から解放されて新しいアイデアが生まれる。J と述
べている。
記憶、創造性、道徳的観念に関係する脳の前頭部、視
覚などの知覚に関係する後頭部、合理的・分析的思考の
左脳、 空間把握・直感的思考の右脳、 このような脳の領
域全体が同調して機能するためには、無l\i;無念の膜想状
態が必要である。とらわれていた想念から解放され脳全
体が同調して機能する瞬間に「啓発」が訪れると言われ
ている 。 膜想、中のひらめきや啓発と、芸術上の創造性は
同質ではないだろうか。
僧侶が慎想、に入るためには様々な修行が必要で、、その
結果として脳が活性化する時間を迎える 。 芸術家がモデ
ルを一心に見つめデッサン重ねていくと、脳全体が最大
に同調して形が見え、美的な感動を体験できる。
映画「The Lord of th巴 RingsJ で川底のリングを奪い合
った末、ょうやく指にはめた瞬間に場面が一転したc 私
はこの映像を見て、発想する瞬間の鮮やかなイマジネー
ションに近いと感じた。 このイメージは目覚めた直後は
見た夢を思い出せるが、 すぐに全く忘れてしまうのに似
ている 。
フ速攻右脳トレー二ング法
図 l ～図 36 は、今年度造形デザイン学科演習科目「人
体デッサン」の授業で、私が描いたクロッキー（速写デ
ッサン）の一部である。始めは図 l から図 3 のように休
憩をはさみながら、 JO 分ポーズを 4 回合計 40 分と 月 ポ
ーズで合計 50 分でデッサンを行った。 40 分から 50 分
は人体を描くのに中途半端な制作時間だっ た。描き込む
には時聞が不足し、クロッキーには時間が余った。 陰影
に頼って形を探しながらあわただしくデッサンしている。
2 週日の図 4 ～同 R は、 10 分間だけで描いたクロッキ
ーである 。 ポーズは一回限りで再現不必要の為に大胆で
動的にな っ たc 緊張を持続し 1 0 分間に集中して l l 枚も
描くと、気力と体力を一 日 で使いきった。 翌週からは 15
分間のクロッキーに変更し、ポーズが終わる度に描く場
所も変えて様々なアンク事ルで、行っ た。
以前の私は、全体のプロポーシヨンを測って当たりを
付け、おおきな形から描き初めていた。 人体クロッキー
を何 10 枚も繰り返すうちにデッサンが劇的に変わっ た。
図 26 はパレエのアン ・ ナパンに近いポースである 。 こ
のデッサンは指から描き始めている。 B3 紙面の空間に
正確に人体の全体が描く前から見えるので、間違わずに
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ぴったり足や頭部まで最後に全体が合致した。人体クロ
ッキーに本気で沢山取り組むと、右脳が働く状態を経験
できる事に気付いた。 右脳モードになれば、人体全体を
写生するのに 15 分で十分である。右脳で見なければ時
間不足で全く描けない。 ま さしくクロッキーは速攻右脳
トレーニングである 。
造りかけで残されたミケランジェロの彫刻は、石の中
から完成度が高い人体彫刻が部分的に掘り出されている。
彼は大理石のなかに人体がはっきり見えて、彫刻のまわ
りの余分の石を取り除くだけだ、った。 人体クロッキーも
白紙に人体が見えているので、その上を鉛筆を走らせる
のである c クロッキーをしながら僅かながらもミケラン
ジエロが彫刻を掘り出すような実感を味わったc
8 サイン ・ パフォーマンス
本学の造形デザイン学専攻「セラミックデザイン学演
習 E」で、現代陶芸作家隠崎隆一氏に大学院生達が指導
を受けた。 2012 年 10 月 29 日の演習では隠崎隆一氏が
参考制作した自作品に、サインパフォーマンスを行った。
それは普通の押印やサインではなかった。 一つ自の花器
は指 4本で一瞬にヲ ｜ っ掻いた爪あとをサインとした。次
のピッチャーは履修生の三浦義広君に、共同制作として
「しるし」 を造形させた。彼は器全体に枕木とレールを
娘刻で走らせた。最後の大型作品の裏に、隠崎氏は細い
直線数本を毛J蚤きし、その交点に小さな穴をいくつか押
した。 「それは星座ですね。」 と私が言うと、 「この一点
に久f来固さんカfパツォーマンスしてください。」と箆を
差し出した。私は箆を受け取り、周りの学生達は固I監を
飲んで、見守った。私は眼をつむって集中した。すぐに光
る点が見えたので、箆の薄い端を垂直に小さな穴に押し
当て数本の放射線をヲ ｜いた。 「ノパ、超新星です」と言
った。その夜、隠崎隆一氏からメールが届いた。［昼の
仕上げ大会。 久保田さんのサインパフォーマンスは良か
った。 アドリブもセンスです。 小さい世界でしたが、あ
の感覚を生徒達に伝えてください。 ｜
9 結語一創造力の扉を聞ける一
アール ・ブリュトや、共感覚者、アスペルガーやサヴ
アンが天才的な能力を持つことは事実である 。 デユヴッ
フェが言ったように「あらゆる芸術の創造物は病理的だ
と言ったほうが筋が通っている。」のだろうか。 芸術的
天才は病的なのだろうか。「天空の赤j のナレーション
のように、アール ・ ブリユットは皆芸術家なのだろうか。
その答えは明らかに合である。シカゴ大学のジエリー・
レヴイの論文、「大脳皮質の非対称性と美的体験」は興
味深い報告をしている。 「普通の人聞が脳のどちらかを
＊テソサン論考E ー創造力の扉を聞ける 久保田厚子
6 
損傷した場合、 損傷した左か右かの脳によって障害が起
こる。しかし才能ある画家が脳の右半球を損傷後、大胆
かつ情動的に作風が変貌したが、才能はいささかも劣る
ことは無かった。一般の人では二つの大脳半球に優位性
があるが、並外れて優れた芸術家は、 両側の大脳半球が
類似し親密に機能している。その為に片方の脳半球に
損傷を受けても、健常な半球が芸術的能力を支えていた。
この能力はもともと持っていたものと、両脳の共同作業
で発達したものと考えられる。」
脳梗塞で左脳が壊れた脳科学者が、宇宙と交信する平
和で驚異的な右脳だけの世界を体験した。と こ ろが彼女
の右脳だけの経験からは、芸術的創造性までは説明でき
ない。アスペルガーの天才は多数知られているが、天才
は全てアスペルガーではない。
天才とまで望まなくとも、我々が自分の創造力の扉を
開ける事は可能である。ひらめく事こ そ創造力であり 、
膜想における啓発と等しい状態を得る事である。 自分が
持てる才能を開花させるには、左右の脳会体を同調させ
るのである。その為の健常者にとっての効果的な一歩は、
デッサンを描くことである 。
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